
新
刊
本
棚

お
と
な
の
本

こ
ど
も
の
本

万葉の旅うたはらすきー

　

高
速
で
走
る
迫
力
の
新
幹
線
、

各
地
の
特
色
あ
る
特
急
列
車
…
。

鉄
道
写
真
は
60
歳
か
ら
は
じ
め

て
も
楽
し
め
る
!
カ
メ
ラ
の
選

び
方
や
、
カ
メ
ラ
の
設
定
の
仕

方
、
列
車
編
成
写
真
を
撮
る
た
め

の
基
本
な
ど
を
解
説
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
た
活
用
術
も
紹

介
す
る
。

60歳からの
鉄道写真入門

上
野 

誠
／
監
修

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

　
　

 　

佐
々
倉 

実
／
著

天
夢
人

　
　
　
　
　
　

 　

芥
川 

龍
之
介
ほ
か
／
著

新
紀
元
社

文豪誕生 7人の文豪たちの
デビュー作・出世作

あ
き
や
ま 

た
だ
し
／
作
・
絵

講
談
社

る
探

五
條
の

る
探第149回

五
條
の

をを

歴
史を

歴
史

　

五
新
線
は
、
昭
和
34
年
12
月
に
工
事
が
中

断
さ
れ
て
か
ら
、
３
年
後
の
昭
和
37
年
３
月
、

暫
定
的
な
措
置
と
し
て
、
路
盤
が
ほ
ぼ
完
成

し
て
い
る
城
戸
ま
で
バ
ス
を
運
行
さ
せ
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
回
の
工
事
で
未
完
成
の
ま
ま
で

あ
っ
た
橋
梁
に
つ
い
て
も
、
橋
桁
を
か
け
る

工
事
が
昭
和
39
年
４
月
〜
昭
和
40
年
５
月
ま

で
行
わ
れ
、
完
成
か
ら
２
か
月
後
の
同
年
７

月
か
ら
バ
ス
運
行
が
開
始
し
ま
し
た
。

　

運
行
開
始
か
ら
２
年
後
の
時
点
で
、
五
條

〜
城
戸
間
は
国
鉄
バ
ス
が
１
日
15
往
復
、
五

條
〜
阪
本
間
は
奈
良
交
通
バ
ス
が
１
日
12
往

復
、
五
條
〜
新
宮
間
は
熊
野
交
通
と
奈
良
交

通
が
１
日
２
往
復
、
国
鉄
バ
ス
が
１
往
復
運

行
し
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
事
業
が
順
調
に
行
わ
れ
る
中
、
城
戸

か
ら
阪
本
間
約
13
k
m
の
工
事
を
行
う
た
め
、

昭
和
42
年
３
月
起
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

建
設
工
事
は
、
大
日
本
土
木
株
式
会
社
、

株
式
会
社
森
組
、
株
式
会
社
浅
沼
組
、
株
式

会
社
奥
村
組
の
４
社
が
分
担
し
、
天
辻
ト
ン

ネ
ル
、
宗
川
橋
梁
の
橋
脚
建
設
、
坂
巻
ず
い

道
、
八
坂
橋
梁
、
八
坂
ず
い
道
、
宗
川
橋
梁

の
主
桁
架
設
工
事
、
第
９
丹
生
川
橋
梁
、
城
戸

ト
ン
ネ
ル
、
西
野
ト
ン
ネ
ル
の
順
に
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
有
鉄
道
の
建
設

を
行
っ
て
い
た
日
本
国
有
鉄
道
の
財
政
再
建

の
た
め
、
建
設
工
事
は
停
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
以
後
、
五
條
〜
城
戸
間
は
バ
ス
専
用

道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

26
年
９
月
、
一
部
の
ト
ン
ネ
ル
の
老
朽
化
に

よ
り
、
使
用
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
４
回
に
わ
た
っ
て
五
條
新
宮
縦

貫
鉄
道
（
五
新
線
）
に
つ
い
て
、
お
話
し
て

き
ま
し
た
。
建
設
当
時
の
姿
を
今
に
伝
え
る

五
新
線
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
を
見
つ
め
る

の
も
大
変
お
も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

（
お
わ
り
）

文
化
財
課
学
芸
員　

山
本 

望
実

　

  

文
化
財
課

　

  

２
４
・
２
０
１
１

問☎

五
條
新
宮
縦
貫
鉄
道
（
そ
の
４
）

見取り図案内其の百四拾七見取り図案内其の百四拾七見取り図案内其の百四拾七見取り図案内其の百四拾七

　

日
本
で
い
ち
ば
ん
古
い
和
歌
集

「
万
葉
集
」
の
世
界
を
叙
情
ゆ
た

か
に
描
い
た
、
小
学
生
か
ら
楽
し

め
る
万
葉
集
の
絵
本
。
海
外
へ
命

が
け
の
旅
に
出
る
遣
唐
使
を
描
く

ほ
か
、
遣
新
羅
使
や
防
人
の
歌
な

ど
の
意
味
や
背
景
を
、
絵
や
写
真
と

と
も
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

【
展
示
案
内
】

「
武
者
絵
」
展

　

 　

 

６
月
20
日
（
日
）
ま
で

ざ
ん
て
い

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

文学・文芸作品に見る五條③文学・文芸作品に見る五條③文学・文芸作品に見る五條③文学・文芸作品に見る五條③

　

『
太
平
記
』
（
全
40
巻
）
は
、
騒

乱
に
明
け
暮
れ
た
南
北
朝
時
代
の
、

約
40
年
か
ら
50
年
の
歴
史
を
基
に
し

た
軍
記
物
語
で
す
。
３
部
構
成
で
、

第
１
部
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
即
位
か

ら
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
ま
で
。
第
２
部

は
、
建
武
の
新
政
の
失
敗
と
南
北
朝

の
分
裂
。
後
醍
醐
天
皇
の
崩
御
ま
で
。

第
３
部
は
、
足
利
義
満
の
将
軍
就
任

ま
で
の
室
町
幕
府
の
混
乱
を
描
き
ま

す
。
作
者
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
く
、

複
数
の
作
者
に
よ
っ
て
時
代
を
継
い

で
何
度
か
の
書
き
直
し
や
書
き
加
え

を
経
て
、
現
在
の
形
に
な
っ
た
と
言

わ
れ
ま
す
。

　

五
條
市
大
塔
町
の
名
前
の
由
来
と

な
っ
た
大
塔
宮
護
良
親
王
は
、
こ
の

『
太
平
記
』
で
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

大
塔
郷
土
館
の
前
に
は
、
護
良
親
王

の
馬
上
像
が
建
て
ら
れ
、
五
條
と
い

う
土
地
に
や
っ
て
来
た
と
伝
わ
る
英

雄
の
足
跡
を
今
に
伝
え
ま
す
。

　

護
良
親
王
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
皇

子
で
す
が
、
６
歳
か
ら
天
台
宗
の
三

千
院
門
跡
に
入
り
、
尊
雲
法
親
王
と

な
り
ま
し
た
。
聡
明
な
人
で
、
20
歳

の
若
さ
で
天
台
宗
の
総
本
山
延
暦
寺

の
貫
主
（
住
職
）
と
な
り
、
後
に
、

天
台
宗
を
総
監
す
る
地
位
の
天
台
座

主
に
ま
で
昇
り
ま
し
た
。
僧
侶
で
は

あ
り
ま
す
が
、
仏
道
修
行
よ
り
も
僧

兵
を
相
手
に
武
芸
の
訓
練
を
続
け
る

武
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

元
弘
元
年
（
１
３
３
１
年
）
、
親

王
が
23
歳
の
時
、
後
醍
醐
天
皇
が
２

度
目
の
倒
幕
運
動
「
元
弘
の
乱
」
を

起
こ
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
幕
府
に

露
見
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

大
塔
宮
は
楠
木
正
成
ら
の
助
け
を

得
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
戦
略
で
幕

府
軍
と
戦
い
ま
し
た
が
、
つ
い
に
、

幕
府
の
追
手
が
身
辺
に
迫
り
ま
す
。

親
王
一
行
９
名
の
武
士
は
、
山
伏
の

姿
に
扮
装
し
て
熊
野
を
目
指
し
て
逃

げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

途
中
、
目
的
地
を
十
津
川
に
変
更

し
て
、
戸
野
兵
衛
と
い
う
武
士
の
家

に
泊
ま
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、

「
戸
野
兵
衛
は
奈
良
県
五
條
市
大
塔

町
殿
野
に
住
ん
だ
武
士
」
と
、
『
太

平
記
』
（
岩
波
文
庫
）
は
注
釈
し
て

い
ま
す
。
次
回
は
、
『
太
平
記
』
よ

り
こ
の
部
分
を
引
用
し
て
詳
し
く
ご

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
（
つ
づ
く
）

　
　
　
　
　
　

 

館
長　

川
村 

優
理

第 5 回図書館を使った調べる学習コンクール

受賞者発表

※奨励賞・佳作に選ばれた子どもたちは、
　市ホームページで紹介しています。
　  学校教育課（内線８１７）

市⻑賞

教育⻑賞

教育⻑賞

教育⻑賞

図書館⻑賞

第 3丹生川橋梁第 3丹生川橋梁第 3丹生川橋梁

き
ょ
う
り
ょ
う

き
ょ
う
き
ゃ
く

ご
だ
い
ご

中世の軍記物語『太平記』①中世の軍記物語『太平記』①中世の軍記物語『太平記』①中世の軍記物語『太平記』①
たいへいきたいへいきたいへいき

ほ
う
ぎ
ょ

よ
し
み
つ

だ
い
と
う
の
み
や
も
り
よ
し
し
ん
の
う

て
ん
だ
い

せ
ん
い
ん
も
ん
せ
き

さ
ん

そ
ん
う
ん
ほ
っ
し
ん
の
う

か
ん
じ
ゅ

て
ん
だ
い
ざ

げ
ん
こ
う

く
す
の
き
ま
さ
し
げ

と
の
の
ひ
ょ
う
え

と
の
の

す

尾野 彩乃さん
（⻄吉野⼩ 4年）

堀内 優希さん
（五條⼩ 1年）

堀江 ⼤雅さん
（五條⼩ 5年）

前川 陽菜⾹さん
（五條東中 2年）

吉⽥ 勇⼈さん
（北宇智⼩ 3年）

おの　 あやの

ほりうち  ゆうき

ほりえ　たいが

まえがわ   ひなか

よしだ　はやと

問

期

は
し
げ
た
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４ 月 図書館だより 市立図書館（水曜休館）
２２－４１３３

問

☎

図書館ブログ

こ
そ
だ
て

こ
そ
だ
て

市
民
ご
よ
み

市
民
ご
よ
み

く
ら
し

く
ら
し

ま
な
び

ま
な
び

病
院
・
消
防

病
院
・
消
防

交　

流

交　

流

感
染
症
対
策

感
染
症
対
策

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

施
政
方
針

施
政
方
針

地
域
包
括

地
域
包
括


